
大東建託グループ（本社：東京都港区）は、9月5日（火）に6月21日(水)と7月7日（金）の両日に実施した「ライト

ダウンキャンペーン2017」の取組結果として算出されたスギ460本分の植林・管理費用※合計811,440円を、岩

手県住田町に寄付したことをお知らせします。

当社は、環境省が推進する「ライトダウンキャンペーン」に賛同し、「ライトダウンキャンペーン2017」を実施。全国

1,011カ所の当社グループ施設で20時～22時の2時間一斉消灯を行い、11,120kwhを節電することができまし

た。この節電された電力量をCO2量に換算し、そのCO2量を吸収するスギの本数として算出した結果460本分と

なり、その植林・管理費用である合計811,440円を寄付金として贈呈することとしました。

※ 管理費用：長期にわたる下刈りや間伐等、環境整備・保全のための費用

【住田町での寄付金受領式】

■「住田町・大東建託 協働の森」寄付金授与式を実施

大東建託グループ 「ライトダウンキャンペーン２０１７」

岩手県住田町でスギ460本分の寄付金を贈呈

２０１７年９月２５日報道関係者各位

【「住田町・大東建託 協働の森」の看板設置】

＜本件に関するお問い合わせ＞

大東建託株式会社 経営企画室 三輪・和賀 TEL：03-6718-9174

【「ライトダウンキャンペーン２０１７」の結果】
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当キャンペーンで算出した460本分のスギの植林・管理費用合計811,440円を岩手県住田町に寄付する

に当たり、「住田町・大東建託 協働の森」寄付金授与式を開催。当社から住田町長である神田謙一氏に

直接寄付金を贈呈させていただきました。さらに、スギの苗木が植えられる山林の一角には、植林を記念

した「住田町・大東建託 協働の森」の看板が設置されました。


